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特殊法人日本科学技術情報センターでは,昭和51年から科学技術情報を中心とす

るオンライン文献検索サービスを行なってきたが,対象データベースの拡大,サー

ビス機能の拡大を図るため,新たにJOIS-ⅠⅠを開発し,昭和56年4月かご〕サービス

を開始した｡

JOIS-ⅠⅠは不特定多数の一般利用者を対象とした商用システムで,日本全国1,000

のユーザーから約1,200万作のデータベースを検索することのできる大規模なオンラ

イン情報検索システムである｡本柾けは,JOIS-ⅠⅠのシステムの概要について述

べる｡

山 緒 言

｢情報爆発の時代+と言われている最近,科学技術の分野で

も大量の情報が発生している｡その数は科学技術関係刊行物

の論文･記事,特許資料,技術レポート その他の科学技術

情報を合わせて世界で年間約400万作も発生していると言われ

ており,その伸び率は年率約5%の勢いにあるという｡こう

なると研究者にとって大量の情報の中から必要とする情報を

自ブJで探し出すことは至難の技となり,ましてや時々刻々発

生する世界の新しい情報を漏れなく網羅的に探しだすことは

不可能である｡これにこたえるシステムとして,世界ではい

ろいろなオンライン文献検索システムが開発され,そのサー

ビスに当たっているが,とりわけ,その代表的な商用サービ

スシステムとしては,米国ロッキード社のDIALOG,SDC社

のORBIT,BRS社のBRSといったシステムがある｡

一方,JICST(JapanInformation
Center of Science and

Technology:特殊法人日本科学技術情報センター)は我が国

の情報サービスの中枢機関としての役割を果たすために,米

国にみられるレベルのシステムを開発し,情報検索サMビス

を提供してきた｡

特に,JOIS-ⅠⅠ(JICST OnlineInformation SystemII)が

DIALOGやORBITと異なる点は,田内及び国外で発生する文

献情報(JICST科学技術文献ファイル､JICST科学技術研究

情報ファイル及びJICST国内医学文献ファイル)に日本語の

抄録を付けてサービスを行なうことにある｡実験用オンライ

ンサ【ビスシステムとして,昭和51年7月からサービスを開

始した英字･片イ反名情報べⅦスのJOIS-Ⅰに続き,同54年2

月から特定回線による漢字情報べ【スのJOIS-Kグ)実験サービ

スを開始し,続いて同54年7月からはJOIS-Ⅰ,JOIS-Kを統

合し,更に機能拡大を図ったJOIS-ⅠⅠの開発に着手し同56年

3月に完成の上,同年4月からサービス開始となった｡以下

本稿では,JOIS-ⅠⅠの開発方針,システムの概要,稼動評価

及び今後の課題について述べる｡

8 +OIS-ⅠⅠの開発

2.1 開発の目的

JOIS一ⅠⅠは,本格的な営業システムとして日本全国の一般
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の研究者や技術者に,我が国はもとより世界各国の科学技術

文献情報,研究案内情報の検索サービスを掟供することを目

的として開発された｡

2.2 システム開発の基本方針

これまでのJOIS-Ⅰ,JOIS-Kサービスでの実験結果の評

価をもとに,下記のような某本方針を設定した｡

(1)デ【タベースの量的･質的充実拡大

(2)会話機能の強化

(a)検索機能の追加

(b)質問登録機能の追加

(C)シソーラス(辞書)ファイルのサポート

(d)複写′受付機能の追加

(e)JICST資料所蔵目録ファイル参照機能のサポート

(3)JOIS-Ⅰ,JOIS-K及びバッチ検索システムの統合

(4)公衆漢字端末のサポート

(5)営業用システムとしての運用上の考櫨(課金方式)

(6)接続可能端末数の増加(処理能力アップ,回線ネットワー

ク拡大)

臣】 システム概要

3.1 データベース

サービス対象データベースは,表1に示すとおりである｡

JOIS-ⅠⅠは底本的には‾文献検索システムであるが,研究案内

情報や文献検索の補肋手段として用いる所蔵資料,用語,化

合物などのファイルも文献類似の取]及いでサービスを行なっ

ているt,

3.2 会話機能

オンライン端末から入力される利用者の検索質問に答えて,

文献データベースの中から該当の文献情報を会話的に検索す

ることにより,目的とする文献に絞り込んでゆくことを可能

としている｡その会話例は図1に示すとおりである｡

会話コマンドは表2に示すとおりであるが,JOIS一ⅠⅠは検

索機能,検索補助機能,質問登録機能,会話補助機能などを

追加し,コマンド数を倍増させた｡特に質問登録機能は,利

用者が必要とする文献テーマについて,キーワード,論理式
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表lJOIS-ⅠⅠのサービス対象データベース 文献ファイルだけでなく,研究情報ファイル,サポートファイルとサービス範囲は広く,蓄積データ量も

約l′200万件に及ぶ｡

(∂)データベース

データベース名 収毒最期間 収毒責件数 対象分野 備 考

文

献
フ

ア

イ
ノレ

+lCST科学技術文献ファイル 1975年4月～現在 約36万件/年 玉里工学全f投 +lCST発行の｢科凶技術文献速報 に対応
CASEARCH化学文献ファイル 1977年l月～現在 約45万件/年 化学･化学工業

こ子二 +-･ノじ

米国CAS発行の``chemAbst･一に対応

MEDJINE医学文献ファイル 1974年l月～現在 約25万件/年 医学･薬学
.-､′じ

米国国立医学図書館発行のl■】ndexMedlCUS''に対応
TOXLINE毒性文献ファイル 1977年l月～現在 約】2万件/年 三左物■当 ;垂

+lCST国内医学文献ファイル
占主ら

土

1981年4月～現在
･申:㌍子とその関1三分野
医学･薬学

Chem.Abst‥】ndexMedlCUSなと8種に対応

｢医学中央雑誌+などに対応
B10S】S生物子文献ファイル 1979年一月～現在 約30万件/年 生物学 米国B10SISの"BialogicalAbst”などに対応
CAB農学文献ファイル 1979年l月～現在 約16万件/年 農 学 英国CAB発行の山MainAbst▼+''など2粥重に対応

研九情

報ファ

イル

+lCST科学技術研究情報ファイル 1976年～現在 約2万件 ‡里工学全般 日本国内の公土ヒ試験研究機関約540機関の研血‾-マ
SSIE研究情報ファイル 】980年～ 約10万件 理工学社会考斗学

九フ‾

米国内の約】′30(〕機関の進行中.計画中の研究テーマ

(b)検索補助用データベース(サポートファイル〉

デ ー タ ベ ー

ス 名 内 容

+lCST科学技術用語シソーラスファイル
+lCSTファイルに使用されている統制語キーワードが収録されている｡

+lCSTファイルを検索するとき使用する｡

+lCST資料所蔵目毒景ファイル
+lCSTファイルを資料番号から検索するとき資料番号を入力する必要があるが,二のファイルによって雑誌名か

らこの資料番号が分かる｡

CASNAME化合物ファイル +lCSTが毎週発行されるCASEARCHファイルから化合物名の巻末索引語部分だけを抜き取って作成するもので

ある0 したがって,二のファイルの中化合物名はCASの正式名称だけから成り 同義語は含まれていない

CHEMJINE化合物ファイル
NLM(米国国立医学図書館)が成作するもので,主にTOX+lNEファイル中に含まれる化合物から成っている｡化

合物名のCAS正式名称だけでなく,同義語も含まれている｡その他環情報なども含まれている｡

TOXLINE,CA SEARCHファイルを検索するとき使用する｡

M(∋SH医学用吉吾ファイル
NLMが作成するもので,MEDJINEファイルにイ吏用されている統制語キーワードが収録されている｡MED+lNE

ファイルを検索するとき使用する｡

から成る質問を端末から登宴読･更新可能なようにしておくこ

とができる｡これにより,データベースの追加･変更時,自

動的にバッチプログラムから呼ばれてSDI(Sel｡｡ti,｡Dissem_

ination
ofInformation)検索も実行される｡また従来,複写

依頼は郵送により行なわれていたが,JOIS-ⅠⅠでは端末から

Uさ

S=

U:

S:

U:

S=

∪;

Sニ

⊂1コ U:

S:

[2コ U=

Sご

⊂ 5コ ∪=

S;

〔4コ U:

Si

[5コ ∪:

JICST【】N-L】N〔盟主RU【⊂∈

電話が接続できたらHHと入力する｡

端末種別

｢ ▼‾利用者コード
¥+t)ISK13+-8188,0約

パスワード は つ

サーチャー名

ユーザーパスワードを入力

サービスを開始しまナ19引.8t.王6

¥FTしE く1tヨ′AJL +lCST漢字ファイルと範囲を選択
+】CSTK 〔】つ8巳･糾-1ウ8匂-4-7〕 t乃′241(け:開まで

官問を開始Lまナ

+lCSトCDPYRIGHT

シ‾ト‾つンP

け781年

ブイ手ン事カン

15S7 件

1#2

2】8†牛

LlトJ白

36†牛

YP A,l

】5:54こ26 会誌番号 1乞

･-一自動車に関する文献を求める｡

会宅舌番号

一卜自動車に閲L.かつ内燃機関に関する文献を求める｡

→←･･････････-一日本語の文献を求める｡

一←叢初のl件だけ抄録付きで回答出力する｡
日8881 【8】22`167)

自動半月ロータリエンジーン

大関縛【手)羊工芸エンジン叩免部)

G2鴎A応用1稚†ヰエ学 U乱.2色,N□.】3P艦.50.55 ′門

〔J〕〔b2)【+Aユ【J刑)【写切 9】

従釆形に対して約20%の=吻科消音改善が行なわれ同出力のレシプロエンシアンLこ対し

てもそん色ないレベルに達L･触媒によ･う排策ガス浄化システムを岸用した淋しい希薄

艇種形ロータリエンジンから･そのシステム･鞭構およてr琳技術の投計言羊鍬=ついて説

8月

MC8205粥〔621.45,館l/_882】

VankeI撫恥自動車j電気点火我置j排気ガス制御装置ニー担.科〉良平革;瑞ヌ柑.≠

頼哺;L希蒲池魚形ロータリエンジン〕

S:出刀鼻りました

[5コ い Y〔ND

榊 デーーpへ■一-ス

蜘 +】CSTK

榊 累計

J】CST-CDPYRIGHT

料金 時【月 Y亡FFI

Yl一白S8 5 日(

Yl∫8S台 S

YロFF2 浪漫

8) 8【 8) 8′

S三 舎話を草了しまナlう8l.8l.柑】5:58=ヨ7

図lJOIS-1Ⅰの会話例(+lCST漢字ファイル検索例) 公衆漢字端

末から｢自転車について善かれていて,かつ内燃機関について善かれている文

献+を検索Lた場合の例を示す｡
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表2 +OIS一ⅠⅠコマンド一覧表 +OIS一ⅠⅠには豊富なコマンドが用意さ

れている〔)特に端末から,質問登毒気 複写受付けが可能となり,会話機能のエ

ンハンスとともにサービス機能も増した｡

項

蕃
分 類 コマンド名称

(検索ステートメント含む)

有

ⅠⅠ

無

Ⅰ
概 要

l 検 索 機 能 完全一致検索ステートメント ⊂J (つ 入力タームによる完全一致検索

Z マスク文字検索ステートメント 〔〕 )
入力タームによる前方一致検索,中
間任意一致検索追加

3 論理式検索ステートメント し二 (二
入力ターム.検索ステップ番号なと

による論玉里式検索

4 制限式検索ステートメント ⊂J 〔‾)
言語などによる回答件数の制限.ス

トリングサーチ機能追加

5 YOR ⊂J ×
検索ステップ番号などの論理和簡易
入力

6 YLINK ⊂〕 × リンク付の論理式検索

7 検 索 補 助 ¥EXPAND 〔〕 し+
入力タームで前方一致するタグを出
力,中間任意一致追加

8 ¥ECNT しJ しノ
先の¥EXPANDの続きを出力

(旧YE99)

9 YREFER ⊂) ⊂)
保存されている検索ステップ,登毒素質
問,登毒董サブヘディングの一覧表示

10 YCLEAR 〔) ロ
保存されている検索ステップ.登妄蔓
貸間の消去

ll YJOOKUP 〔つ ×
ディスクリブターなどをキーとして

+lCSTシソーラスを参照

lZ YMESH 口 ×
MeSHタームをキーとLて,MESHフ

アイルからM巨SHTreeNo.を参照
13 YSU巳HEAOING 〔〕 × サブヘディングの登重責,削除

14 風 答 出 力 YDISPLAY ⊂ノ ⊂) 回答出力指示(24行以内),ティスブ
レイ端末は無印字

】5 YPRINT ⊂) ･こ〕回答出力指示

16 YOFFLINE つ ｢ センターでの回答出力指示

17 会 話 機 能 ¥+0】S ⊂J (二〕
+OISとの会話開始指示
(+OIS-Ⅰでは¥lN)

柑 YEND しJ × +OISとの会話終了指示

19 YFルE ⊂) 〉く 貸間の開始指示(データベースを指示)
20 ¥OEND ○ 〔J 質問の終了指示

21 ¥KEEP ⊂) × 貸間を中断し一時的に退避させる

22 YRESTART 〔〕 ⊂) 中断した質問の再開始指示

23 質 問 豊 吉蓑 YSAVE ○ ×
本コマンド投入以前の検索ステップ
を登録(後宣言形質間登毒責)

Z4 ¥STACK 〇 × lステップ日からの検索ステップの
登録指示(前宣言形質間登毒舌)

25 YENDSTACK ○ × 検索ステップの葺享毒の終了

26 YE口IT (〕 × 登録質問の修正

27 ¥QSAVE ⊂) × 単なる質問の登録を翌日以降保存

28 ¥CAL+
･○
× 登毒貴賓間の呼び出し実行

29 YTEST ○ × SDl貸間などのテストラン

30 会 言古補 助 ¥NEWS
･:つ
× ニュース,データベース案内などの
表示

31 YCOMMENT ⊂) × 端末利用者がシステム管王里者に伝え
るコメント入力

32 ¥USERS ⊂) × 同時接講読中端末数を表示

33 ¥ORDER ⊂) × 複写申込み
34 端末管理者用 SPASSWARD (⊃ ⊂〕 ユーザーパスワードの豊寺黄･更新

35 SACCOUNT ○ × 当月内(前日までの)料金累計の表示
36 SREFER (つ × 嘗間者毒毒状況の表示

注:ⅠⅠ(+OIS-1Ⅰの意),Ⅰ(+OIS-1の意),SDIの意図2略語説明参照
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質問料金

(データベースごと)

接続時間料

(円′/分,2種類)

(1)

オンライン

料金

質問豊吉蔓料金

(1質問,1泊何円)

(3)

SD卜料金

注:略語説明

SD】(S引ective
Disseminat旧n Of

hformation)

SDl基本料

(1質問,何円〕

SDl回答
件数料

(円/件)

(4)

オフサーチ
料金

オフライン
回答件数料

(円//件,2種類)

オフライン
回答手配料

(円/回)

会話退避料

(円′個)

接続時間料

(円/分)

オフサーチ
基本料

(1質問,何円)

オフサーチ

回答件数料

(円.//件,2種類)

図2 +OIS-ⅠⅠ課金体系 オンラインの課金基準は簡明さを特徴としてお

り,端末接未完時間を基準とLた従量制の課金基準を採用Lている｡

し‡-1し込むことかできるようになl),一呈l‡した情報サービスか

行なえるようになった仁一

3.3 課 金

JOIS一ⅠⅠのf深魚体系は,図2にホすとおりである｡オンラ

インの課金姓準は簡1】月さを旨とL,端末接続時間を必中とし

た従_王l主訓グ)課企一枝準を採用している(つ ノ脚子日登鎚料金は1額問,

1汀l何円という形で深余される｡また,将来,DDX(Dj由tal

Data Excha咽e)綱と才妾紙されたときには,その分の課金も軋

膚してある｡

公衆端末(無手順)通信回線

英字･片仮名端末
英字端末

公衆端末(無手憤)

漢字端末

特定端末(制御手順)

英字･片仮名
端末

特定端末

(制御手順)

漢字端末

‥MTA

通
信
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム

nD

注:略語説明

BTAM(Basic Telecommunication
Access Method)

TMS-3V(Tra〔SaCt10n Ma〔agem帥t

System-3V)

CSP(CommandSupe｢vi?ingP｢og｢am)
CPP(Command Processlng Program)

DBA(Data Base Access Program)
VOS3(Virt]a】storage

Operatin且System3)

図3 +OIS-ⅠⅠソフトウエア構成

召

高松

富山

J

名古屋
大阪

図4 +OIS-ⅠⅠ通信網 東京にセンターを置き.全国10箇所に拠点をもつ｡

センタ【と遠隔地の間は高速の特定回線で結ばれ,多重集配信装置により時分

割多重利用Lている｡,

3.4 +OIS-ⅠⅠソフトウェア構成

オンライン部のソフトウェア構成を図3にホす｡

3.5 通信網

JOIS-ⅠⅠの通イ言網は図4にホすとおりになっている.1過イご

綱の各ノー1ドには,公衆回線を集イ巨一言する集仁子装道を設吊Lて

いる｡中央と/-ドの問は特定通†三k!]線D-1r自‾ほ駁で結び.

通仁子速度9,600bpsなどで利用し,多重集J附i言裳‾こ引二より時分

渋り多重利用Lている⊂.また,ニ将来はDDXのパケット交換網を

利用したサ【ビスも･‾f完三している｡

VOS3 オペレーティングシステム

オンライン制御プログラム

コマンド管理プログラム

PPC コマンド処理プログラム

¥
1
0
■
S
処
理

¥
F
l
J
E
処
理

¥
O
E
N
D
処
理

¥
E
N
D
処
理

¥
K
E
E
P
処
理

¥
R
E
S
T
A
R
T
処
理

完
全
一
致
検
索
処
理

マ
ス
ク
文
字
検
索
処
理

論
理
式
検
索
処
理

制
限
式
検
索
処
理

¥
O
R
処
理

¥
D
一
S
P
J
A
Y
処
理

¥
P
R
,
N
T
処
理

¥
O
F
F
+
-
N
E
処
理

¥
E
X
P
A
N
D
処
理

¥
R
E
F
E
R
処
理

¥
C
J
E
A
R
処
理

¥
S
A
V
E
処
理

¥
S
T
A
C
K
処
理

¥
C
A
L
し
処
理

¥
E
D
-
T
処
理

¥
Q
S
A
V
E
処
理

そ
の
他
¥
コ
マ
ン
ド
処
理

そ
の
他
$
コ
マ
ン
ド
処
理

DBA データベースアクセスプログラム

ジャー

ナル

(正,副)

管
理 フ ァ イル

タ
グ フ ァ イル

サ ブ フ ァ イル

書 誌 フ ァ イ
ル

抄 董景 フ ァ イル

オンラインデ…夕べース

間 登 殺 プ ア

セージプア

イル

イル

イル

ユーザ■パ

課 ル

イル

支援ファイル

ソフトウエア構成はVOS3,BTAM,TMS-3V,MPPから成り,MPPは更にCSP,CPP,DBAから成る｡
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3.6 端末装置

利用可能な端末装置を表3に示す｡公衆回線による漢字端

末はJOIS-ⅠⅠの開発に当たって,日本電信電話公社,日本特

許情報センター,日本経済新聞社,国立国会図書館など関係

4機関とともに標準仕様の設計を行ない,これに基づき開発

されたものを用いている｡仕様設計は漢字端末の普及を目的

として,価格の低減と異種センター間での共用性の向上をね

らい,特にコード系については,JIS規格を採用した｡今回

新規に開発した日立製作所のHT-5217の概略仕様を表4に,

外観を図5に示す｡このほか,JOIS一ⅠⅠでは多種類の端末を

サポートするために,ASCIIやJIS7からのEBCDIK変換を

行なったり(逆も含め),英小文字をもたない端末には莫大文

表3 +OIS-ⅠⅠの端末装置 無手順方式の公衆端末が大半で,特に+OIS-

ⅠⅠでは,安価で簡易な公衆漢字端末が使用できるよう.になったことが特長である｡

種 類 通イ言回線 制御手順 通イ喜連度 機 種 例

公衆漢字

端 末

公衆電話

回 線
無手順

300bps
HT-5217(日立),STT-20】KCK

(三洋電気株式会社)など

l′200bps* HT-5217(日立)など

公衆英字･

片仮名端末

公衆電話

回 線
無手順

300bps
Silent745(米国テキサスイン

スッルメント社)など
】′200bps* HT-5217(日立)など

特定漢字

端 末

特定通信

回 線
HSC3 2′400bps HT-590/3D(日立)など

特定英字･片仮名端末 特定i酎言回線 HSC3 2′400bps トト9415(日立)など

7主:*l,200bpsは,未サービスである｡

表4 HT-5217漢字プリンタターミナル仕様一覧 300bpsだけでな

くし200bpsもサポートしているのが最大の特徴である｡このほかにも〉夜晶ディ

スプレイによる入力データの表示,行単位印字出力などの特徴をもつ｡

工白 目 機 能 イ士 様

;夜晶デイ

スプレイ
表 示 文 字 数

40字×2行

l行目…入力データ表示(100字シフト表示)

2行目･･･状態表示

通信

インタ

フェース

データ通信速度 300bps,l′200bps

同 期 方 式 調歩同期

通 信 方 式 全二重/半二重

使 用 コ
ー ド

;英字コードニ+lS C6226

ロ

ーマ字:+1S
C6220

片 仮 名:JIS C6220

伝送制御手順 無手順

感熱式

プリンタ

文字発生方式 ドットマトリックス方式

文 字 構 成
)実 字:16(横)×18(縦)ドット

英数字･片仮名:7(横)×柑(縦)ドット
行 内 印 字 数 漢字ニ*40/66字/行,英数字･片仮名:*80/132

印 字 速 度 漢字:60字/秒以上,英数字･片イ反名:ほ0字以上

キーボード

キ
ー

配 列 +lS4J設/ASC】12J設

キ ー

芋 川頁
文字キー,10キー,ファンクションキー,

コントロールキー

注:略語説明など*スイッチ切換

ASCll(Amerioan Standard Code forlnformationlnterchange)

図5 HT-5217漢字プリンタターミナルの外観 無制御手順で接続

可能な小形,かつ軽量なターミナルである｡
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希惣
一 †

(1)使用額度

*

(2)処理時間
平均1.8秒

(3)CPU時間
平均0.51秒

(4)ディスク
Iノ0回数
平均

30.9回,/
トラン
ザクション

マスク

論理式 文字 完全一致 ¥コマンド及び$コマンド

7% 15% 7% 24% 47%

35% 23% 19% 8% 15%

10% 44% 27% 5% 14%

42% 2(∋% 18% 6% 8%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90100

(%)
注:略語説明など CPU(中央処理装置),け0(入出力装置),* 処理時間とは,

システムで受け付けた時間から出力キューヘ書き込むまでの時間を言う｡

図6 +01S-ⅠⅠコマンドの負荷状況(昭和56年6月～同年/8月の実績

から) HITAC M-180での実測データによれば,+OIS-ⅠⅠは処王里時間の短い

コマンドと,処理時間の長いコマンドがミックスして用いられるという特徴を

もっている｡

字にして出力することができる｡更にメッセージも漢字,英

語,片仮名と3種用意され,操作性も配慮されている｡

8 稼動評価

昭和56年6月から8月までのHITAC M-180による実測結

果をもとに作成した コマンド負荷二状況を図6にホす｡JOIS-

ⅠⅠコマンドは制限式,論理式,マスク‾文字コマンドにみられ

るような処理時間の長いコマンド群と,反対に完全一致など

にみられる処理時間の和いコマンド群がミックスして用いら

れるという特徴をもっている｡前者のコマンドの使用孝則要は

fナわせて約30%にもかかわらず,処】翌時間,CPU(中央処理装

置)時間,ディスクⅠ/0(入出力)回数はそれぞれ全体の約80

%を占めており,後者はその逆で使用づ項度は約70%に対

し,処理時間,CPU時間,ディスクⅠ/0回数は約20%を

占めている｡

切 結 言

JOIS-ⅠからJOIS【ⅠⅠになって以来,利用件数が大幅に士曽

えている｡更に,今後データベースなどの拡充とともに,新

規ユーザーの拡大が図れるものと思われる｡また,今後の課

題としてはユーザーの多様なニーズに対し,文献情報だけで

なく物性･数値情報までサービスできる総合データベースの

サービスが必要である｡しかも,これらのデータベースシステ

ムを有機的に結び付けるような利用技術,すなわちネットワ

ーク化が必要である｡このようなネットワ【ク化の例は,欧

米では既に進んでおり,欧州のEURONET,米匡lのCSIN

(ChemicalSubstancesInformation Network)にみられる｡

一方,我が国では干斗学技術庁推進の｢科学技術情報の全国子充

通システム(NIST)+構想の第1段階として,昭和56年度か

ら5箇年計画でスタートした｢ネットワーク共用による化合

物情報等の利用高度化+に関する開発があり,その成果が期

待される｡また,このほかにも検索結果としての画像,図形

情報の出力,あるいは英語から日本語へ,またその逆も行な

える機1減翻訳,キーワードの抽出を端末から会話的に行なえ

るようなシステムと,まだまだ挑むべき技術分･野が残されて

いる｡

終わりに,このシステム建設に当たっていろいろ御指導,ご

協力をいただいた関係各位に対して深く感謝する二大第である｡




